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 １学期の学校訪問において、先生方と授業を振り返る中で、「単元（題材）の課題が明確になると、授業
がスムーズに進むんですよね。」という言葉をいただきました。そこで今回は、小学校国語科を例に「つか
む過程」における「単元の課題づくり（設定）」について説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元（題材）の課題が明確になっていると、児童生徒が単元（題材）の見通しがもて、より主体的 
に授業に取り組むようになります。「令和の『日本型学校教育』の構築を目指して（中教審答申）」で 
示された「子供一人一人を主語にした学校教育」の具現化の一つは、「つかむ（であう）過程」にお 
ける児童生徒と行う単元（題材）の課題づくりにあるのではないでしょうか。 
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利根･沼田の教育 

学校教育係    各教科における「単元の課題づくり（設定）」について 

 
 
 
ポイント 

 

 
③作った俳句をもっとふさわしい表現に練り直すためには 
どんな活動があると良いのかな。 など 

授 業 者 の 思 考 の 流 れ ・・・ 

 

②作った俳句は子ども同士で読み合って感想を伝え合う経験 
を積ませたいな。初めての俳句作りなのでどのような活動 
が良いかな。 

①「感じたこと」「驚いたこと」を表すのに適切な言葉 
を探しながら俳句に表現してほしいな。 

「はばたく群馬の指導プランⅡ」（国語科）より 

①日常生活の気付きや思いを
十七音で表現することを通
して、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、
語や語句を使うことができ
るようになる子どもの姿を
目指しているのですね。 

単元の指導
事項や言語活
動、単元の目
標を具体化す
る。 

 
 
ポイント 

各教科の特
質や子どもの
実態等を踏ま
え､目標の達
成に向けて、
単元を通して
主体的に解決
できる「単元
の課題」を設
定する。 

③ペアやグループなどで言葉や表
現の工夫を伝えたり、質問し合
ったりすることで、どうしてそ
の表現にしたのか改めて考えた
り、もっとふさわしい表現に整
えたりして、言葉にこだわって
表現することができそうです
ね。 

 
 

「単元の課
題」の解決に
必要な学習活
動や時数を計
画する。 
 

ポイント 

指 導 主 事 か ら 

 

「単元の課題」の設定のポイントは 

「つかむ過程」では、導入を工夫し、教師と子ど

もたちのやりとりの中で、子どもの思いや気付き

などを整理して「単元の課題」にまとめましょう。 

Ａ→

Ｂ→

指導事項

[知識・技能]

（１）オ（語彙）・ク（表現の技法）

[思考・判断・表現]

Ｂ書くこと（１）オ（推敲）・カ（共有）

言語活動例

（２）イ（俳句を作る活動）

単元名「言葉をよりすぐって俳句を作ろう」（小５、光村図書）

時

1

2

3

4

・俳句のきまりや表現の工夫に気付き、俳句を作るという
　言語活動を捉え、単元の課題をつかむ。
　　　　【単元の課題：必要感のある言語活動】

・自分が作りたい俳句の具体的な場面を決め、俳句を作る。

・自分の思いが伝わる俳句になるように、グループで話合
　いをする。

・できあがった俳句を発表し合い、感想を伝え合う。

学　習　活　動

イメージができたら 

【単元の課題】（例） 

十七音で日常の気付きや思いをぴったりした言葉

で表現し、句会を開こう。 

 

必要感のある言語活動を通した「単元の課題」の設定 

②クラスの実態から句会を開いて
はどうですか？ 
言葉の選び方や比喩などの表現
の工夫、語順、表記の仕方につ
いて、感想や意見を交流させる
と、言葉の使い方に対する意識
が高まりますね。 


